
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

「
新
し
い
総
合
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す

　
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
と
日

常
生
活
の
自
立
支
援
を
目
的
と
し
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
（
新
し
い
総
合
事
業
）」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

当
市
で
は
４
月
１
日
か
ら
、
現
在
の
要
支
援
１
・
要
支
援
２
の

方
が
利
用
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
訪
問
介
護
（
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
）
と
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
が
、
市
の
実

施
す
る
「
新
し
い
総
合
事
業
」
に
移
行
し
ま
す
。

―
住
み
慣
れ
た
西
条
市
で
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
―

４月
から

　
高
齢
者
の
介
護
予
防
と
、
自
立
し
た
日
常

生
活
の
支
援
を
目
的
と
し
た
事
業
で
、「
介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と

「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
の
二
つ
か
ら
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
実

情
に
応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

○ 

こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

介
護
予
防
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

と
介
護
予
防
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

は
、「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
に
移
行
し
ま
す
。

○ 

要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
の
ほ
か
に
、
訪
問
看
護
・
福
祉
用

具
貸
与
な
ど
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
も
利

用
で
き
ま
す
。

○ 

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ
る
確
認

で
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
た
方
は
、

「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
を
利
用
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用

が
開
始
さ
れ
た
後
で
も
、
必
要
な
時
に
は

い
つ
で
も
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
の
申

請
が
で
き
ま
す
。

これまでとどのように変わるの？
３月まで

介護サービス
【要介護１～５】

４月から

介護サービス
【要介護１～５】

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
【
要
支
援
１
・
２
】

○訪問看護
○訪問リハビリ
○福祉用具貸与
　　　　　など

○訪問介護
（ホームヘルプ）
○通所介護
（デイサービス）

介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス

【要支援１・２】
○訪問看護
○訪問リハビリ
○福祉用具貸与
　　　　　など

介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業

【要支援１・２または
　事業の対象者】
○訪問型サービス
（ホームヘルプ）
○通所型サービス
（デイサービス）
○生活支援サービス
（配食サービス）

変更なし

変更なし

変更あり

※

サ
ー
ビ
ス
内
容
は

　
変
わ
り
ま
せ
ん
。

要支援１・２の認定を
受けている方へ
○すでに認定を受けている方は、認定期間の終了ま
　で現在のサービスをこれまで通り利用できます。
○認定期間終了時に、介護予防サービスの訪問介護
　・通所介護以外のサービス（訪問看護・福祉用具
　貸与など）を利用していた方は、これまで通りの
　介護保険の要介護（要支援）認定を受けてのサー
　ビス利用となります。ケアマネジメントに基づき
　総合事業と組み合わせて利用できます。

利用するにはどうすればよいの？
　次の相談窓口にご連絡・ご相談ください。
相談窓口
○市庁舎本館１階　高齢介護課内
　地域包括支援センター　℡0897－52－1412
○東予総合支所　市民福祉課
　　　　　　　　　　　　℡0898－64－2700
○丹原総合支所　市民福祉課
　　　　　　　　　　　　℡0898－68－7300
○小松総合支所　市民福祉課
　　　　　　　　　　　　℡0898－72－2111

「
新
し
い
総
合
事
業
」
の
ポ
イ
ン
ト

「
新
し
い
総
合
事
業
」
と
は
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「新しい総合事業」サービス利用の流れ

65歳以上の方 相談 高齢介護課・地域包括支援センター、各総合支所市民福祉課
または担当のケアマネジャーに相談してください。

要介護（要支援）認定を受ける

要支援１・２の方

「基本チェックリスト」を受ける

非該当の方

ケアプランの作成
（地域包括支援センターなど）

従来の
介護予防サービス
○訪問看護
○訪問リハビリ
○福祉用具貸与　など

事業の対象者 元気な高齢者

ケアプランの作成
（地域包括支援センターなど）

新しい総合事業新しい総合事業

介護予防・生活支援
サービス事業
○訪問型サービス
○通所型サービス
○生活支援サービス

一般介護予防事業
○いきいき百歳体操
○高齢者つどいの場
　（高齢者カフェ）
　　　　　　　など

※基本チェックリストは、25の質問項目で日常生活に必要な機能が低下していないかを調べます。
　運動機能・栄養状態・閉じこもり・うつなど、生活の上で何か不安があれば、ご相談ください。

一般介護予防事業 対象：65歳以上の全ての方

　筋力向上、閉じこもり防止、認知症予防などを目的とした介護予防教室を開催しています。

▲

いきいき百歳体操教室

▲

高齢者つどいの場（高齢者カフェ）

手先を使い、ゲーム感覚で脳トレなどをやっています。

みんなでいきいきと楽しく体操を行っています。

　筋力アップや口腔機能の向上のほか、
認知症の予防などを目的とした体操を行
っている教室です。公民館や保健センタ
ーなどで開催しています。体力は何歳か
らでもつけることができます。一緒に体
操を始めてみませんか。

　高齢者の方が、地域や近隣の方と自由
にふれあえる場所です。体操や手芸、脳
トレやゲームなどのレクリエーションを
行っているほか、相談にも応じます。公
民館で開催していますので、気軽にお立
ち寄りください。
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